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量， 0.24 m.mol./g.) 2) 粉砕したサルチル酸フェノールーホルマリン樹脂に対し， Sonn-Müller 法
← 18 一
による還元を行ない， 樹脂中のカノレボキシル基をアルデヒド基に変えた。(アルデヒド含量，
o .31m.mol.jg.) 3) 粒状スチレンジピニノレベンゼン樹脂をニトロ化し，続いて還元することによって
アミノ基を導入し，ジアゾ化後，ピリドキサールまたはサリチルアルデヒドをカップリングさせた。(ア




て著しい活性を示す。 2) 触媒活性は反応温度に大きく依存する。 3) 反応系の至適 pH は10.5 であ





ールに Reimer-Tiemann 反応によるアルデヒド基導入を行なって合成した 4 ーオクチルサリチノレアルデ



































I または I をドデシルベンゼンに熔かした裕液を銅イオンをアスパラギン酸治液 (pHI0) と 1000 にお
いて振渇することにより，アスパラギン酸のラセミ化きれることを認めた。
以上戸井21の研究はラセマーゼ、反応をモデル化して実用的な有機合成触媒を得ようとする着想より出発
した独創的な研究で相当の成果を納めたものと見る乙とができる。今後の発展が期待されるものであって
戸井法三社のl論文は理学博士の論文として十分の価値あるものと認める。
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